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SOTEN RTK 推奨飛行設定 飛行前の注意点について
1.SOTEN RTK はPPKには対応しておりませんのでEDGE2のRTK処理のみ利用可能です。
2. 飛行の際はRTK飛行での撮影がEdge2SFM処理で必要になりますので、SOTEN説明書に従いLTE、補正情報の設定接続を行ってください。

① 以下マニュアルに従いLTE設定を完了してください。

↓専用のRTKモジュールが必要です



1

SOTEN RTK 推奨飛行設定 飛行前の注意点について

① 以下マニュアルに従いLTE設定を完了してください。

蒼天ドローンは写真データが日付ごとにフォルダ分け
されす、SDカード内、DCIM→100XACTI直下に撮影デー
タが次々に保存されていきますので、エッジ２で処理
する際は、違う日付の写真同士で処理しないように、
以前の写真データはSDカード内から削除するなどして
ください。

写真保存仕様の注意点
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② 以下マニュアルに従いRTK設定を完了してください 対応補正情報は現在ソフトバンクのみです、電源を入
れるたびに毎回RTK設定の（設定）アイコンをタップ
してください（電源起動時に自動的に補正情報受信と
なりません）GNSS受信環境の良い場所に機体を置き
画面RTKアイコンをタップし、RTKフィックスとなって
いたら計測飛行可能です。
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SOTEN RTK 推奨飛行設定

TAKEOFFアプリの設定をタップします。

左下のメニューでフライトミッションとFPVビューの切り替え
ができます、FPVビューに切り替えて、カメラ設定をタップ
インターバル撮影に切り替えてください。

機体と送信機を接続した状態で、オプショ
ンの項目をタップし、EXIF設定高度タイプ
の項目がある場合は、（楕円体高度）
に変更し書き込みをタップします。

カメラ設定に関して
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SOTEN RTK 推奨飛行設定

カメラ設定を選択し画像と同じ設定に変更してください。
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カメラ設定ギアアイコンを選択し画像と同じ設定に変更して
ください。
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SOTEN RTK 推奨飛行設定

ミッションビューに切り替えて、
＋アイコンをタップ、まずは離陸ポイントを追加してく
ださい。右端のタブをタップし離陸高度を設定します、
計測飛行と同程度の高度
設定を推奨します。

① 飛行ルート設定に関して
次に調査飛行のｗｐレイヤーを作成しま
す、搭載のカメラモデルを設定し計測範
囲を十分にカバーするように
計測範囲を調整します、オーバラップ８
０～９０％、サイドラップ６０％以上、
GSD１～２ｃｍの範囲で設定してください。
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SOTEN RTK 推奨飛行設定

弊社検証では3m/s～5m/s程度で飛行しましたが、写真撮
影、RTKフィックスに問題ない速度で設定することを推奨
します。

② 飛行ルート設定に関して 精度向上のため、調査飛行後のオブリーク（高度補正
撮影）がEdge２処理では非常に大事となりますので、
ポイントレイヤーを追加し最終ｗｐから飛行経路中心
に向かっていくｗｐを追加してください。
飛行高度、飛行速度は調査飛行の設定と同様にしてく
ださい。
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SOTEN RTK 推奨飛行設定

半自動のオブリーク（高度補正撮影）に関して

調査飛行完了後に予め設定した、飛
行中心へ向かっていく最終ｗｐでカ
メラを４５度に傾けた斜め撮影を実
施する必要があります。

調査飛行の最終ｗｐに向かい斜め撮
影の直線ｗｐに移行する段階で一度
ミッションの一時停止を押してくだ
さい。
カメラパン設定アイコンを押しカメ
ラ角度を４５度にしたらミッション
の再開をタップします。その後素早
くインターバル撮影の開始を押して
ください。


